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【研究テーマ】
デジタルアーカイブの教育活⽤（多様な資料と教育現場を繋ぐ,アーカイブ&学習デザイン）

【これまでの研究】
・AIによる⽩⿊写真のカラー化を活⽤した「⾃分ごと」として歴史を考える学習の実践
・ジャパンサーチを活⽤した「協働キュレーション授業」の開発と実践
・遠隔教育の課題を解決するためのデジタルアーカイブの活⽤⼿法の開発と実践
・多⽂化共⽣認識を拡張する異⽂化間議論基盤構築のための国際調査
・COVID-19の影響による⽣活意識の変化をアーカイブするための国際調査
・オリンピックアーカイブを活⽤したヴァーチャル修学旅⾏型探究学習デザイン
・デジタルアーカイブ学会 第三回 学会賞-学術賞（研究論⽂）受賞 ／同学会第４回研究⼤会ベスト発表選出

【略歴】
・公⽴⾼等学校にて10年間勤務
・⺠間教育機関にて教材開発、教科指導など4年間勤務
・東京⼤学⼤学院学際情報学府／TRC-ADEAC特任研究員

【免許】
・幼稚園教諭１種免許 ・⼩学校教諭１種免許 ・中学校社会科教諭１種免許
・⾼等学校地理歴史科教諭１種免許 ・⾼等学校公⺠科教諭１種免許 ・司書教諭免許

略歴 ⼤井将⽣ ︓ 東京⼤学 ⼤学院 学際情報学府 ／ TRC-ADEAC 特任研究員



「探究」学習の必要性の⾼まり
「実社会や実⽣活と⾃⼰との関わりから問いを⾒いだし、⾃分で課題を⽴て、
情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようにする」

⽂部科学省. ⾼等学校学習指導要領（平成 30 年告⽰）. 第４章.総合的な探究の時間, 第１.⽬標. 東⼭書房. 2018, p.475.

２. 社会的な課題 背景＞何が課題なのか

デジタルアーカイブは、その重要な基盤となり得る



①不登校の増加→多様な学びの形の保証特に中等教育以下では「同時双⽅型」のみの授業構成は難しい

「オンデマンド型」=⾮同期型
の遠隔学習を中⼼にした柔軟性ある授業設計が必要

デジタルアーカイブは、その重要な基盤となり得る

COVID-19による遠隔オンライン学習の必要性の急激な⾼まり



https://jpsearch.go.jp/

https://jpsearch.go.jp/


ジャパンサーチを活⽤した学習をデザインする

国の分野横断統合ポータルとして構築

現在53連携機関、119の連携データベース

22,156,963件のメタデータが構築 [＊]

多様な資料を横断的に検索できるアクセシビリティ

権利関係が整備 ＊ https://jpsearch.go.jp/stats (閲覧2021/4/22)

アーカイブ
選定理由

【本研究の提案①】

３.解決(提案)⼿法 ①ジャパンサーチの活⽤＞②キュレーション授業＞③協働キュレーション機能の活⽤

https://jpsearch.go.jp/csearch/jps-cross?csid=jps-cross&from=0
https://jpsearch.go.jp/stats


【本研究の提案②】

キュレーション*学習

[＊]＝「膨⼤な情報の海の中から、⾃らの【問い】に基づいて、【問い】を解決したり深めるために
適切な情報や資料を収集・選択し、そこに新たな意味を与え、他者と共有すること 」

⼤井将⽣,渡邉英徳.「ジャパンサーチを活⽤した⼩中⾼でのキュレーション授業デザイン: 
デジタルアーカイブの教育活⽤意義と可能性」 ;デジタルアーカイブ学会誌,Vol.4, No.4, p.352-359.
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsda/4/4/4_352/_article/-char/jaこれがSerendipityを創出する

３.解決(提案)⼿法 ①ジャパンサーチの活⽤＞②キュレーション授業＞③協働キュレーション機能の活⽤

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsda/4/4/4_352/_article/-char/ja
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「キュレーション学習」の特徴①

【導⼊編】
複数のデジタルアーカイブ資料を⽐較する
ことで児童⽣徒⾃⾝が「問い」を⽴て、

（左上）五雲亭貞秀. 神名川横浜新開港図. 万延１年.
ト⼭⼝・⼭⼝屋藤兵衛.国⽴国会図書館デジタルコレクション.
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1305641,
(参照2020-02-15).

（右下）⻑⾕川貞信. 摂州神⼾海岸繁栄之図. 1871.
ARC浮世絵ポータルデータベース/⽴命館ARC所蔵.
https://www.dh-jac.net/db/nishikie/arcUP8159/portal/,
(参照2020-02-15).



https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1305641
国⽴国会図書館デジタルコレクション「神名川横浜新開港図」【教科書で習う開国・開港に関連する資料から出題】

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1305641


ç

http://www.dh-jac.net/db/nishikie/results.php?f9[]=1&f11[]=1&f23=%E8%B2%9E%E4%BF%A1%E3%80%882%E3%80%89&-
max=50&skip=350&enter=portal&lang=ja ARC浮世絵ポータルデータベース ／ 所蔵: ⽴命館ARC【ジャパンサーチから出題】「摂州 神⼾海岸繁栄之図」

http://www.dh-jac.net/db/nishikie/results.php?f9%5b%5d=1&f11%5b%5d=1&f23=%E8%B2%9E%E4%BF%A1%E3%80%882%E3%80%89&-max=50&skip=350&enter=portal&lang=ja
https://www.dh-jac.net/db/nishikie/results.php?f49=%E7%AB%8B%E5%91%BD%E9%A4%A8ARC&f9=1&f11=1&-max=50&enter=portal&lang=ja
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おかしいぞ…
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南北戦争か！
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「キュレーション学習」の特徴②

議論、発表（共有）することで多⾯的・
多⾓的な考えがあることを学んだ上で、

（導⼊編のPoint）

・資料から「問い」を⽴てる練習

・その「問い」やそこからの学びが
多様であることの確認



「問い」は⽣まれた。
これらは探究の起点だ。
じゃー次は、どうすればいいんだ？

何を使って探すのか？
信頼できる情報源とは？

「問い」を深め、解決するためには、
資料が必要だ。



Digital 
archive



「キュレーション学習」の特徴③

新たに⽣まれた「問い」をもとに、
デジタルアーカイブを活⽤して資料を
「キュレーション」する（左）。

（左上）中川五郎左衛⾨編.⼭城屋佐兵衛ほか.
江⼾買物独案内. 1824. 国⽴国会図書館所蔵.
https://jpsearch.go.jp/item/dignl-8369320,
https://jpsearch.go.jp/item/dignl-8369321,
など.(参照2020/3/15).



「キュレーション学習」の特徴④

「キュレーション」を通して、主体的・
対話的で深い学びが創発した。
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中学校での実践
キュレーション前の、班ごとの議論の様⼦
各⾃が教科書から⽴てた「問い」をもとに、
「何をキュレーションするのか︖」を話し合っている
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中学校実践での発表⾵景
班ごとにキュレーション作品を発表する。
発表は単元ごとに（２週間に１回程度）実施。
オーディエンスは⾃⾝のモニターの横に映される
発表者のワークスペースを閲覧しながら聞いている。



「キュレーション学習」の特徴⑤

COVID-19による臨時休校中
は遠隔で授業を実施。

遠隔での学びを⽀援するための
補助教材として、YouTube動画教材

やワークシートを制作。

⼤井将⽣,宮⽥諭志. デジタルアーカイブスで歴史探訪Part-1. 2020.
https://www.youtube.com/watch?v=AOp4k3ACs0w,(参照2020-08-15).

⼤井将⽣,宮⽥諭志. デジタルアーカイブ スで歴史探訪Part-2. 2020.
https://www.youtube.com/watch?v=fEuu9rU_h8M (参照2020-08-15).



児童⽣徒の協働的な探究学習を⽀援する機能が必要

デジタルアーカイブ資料の教育活⽤をより良いものにするために
【本研究の提案③】

３.解決(提案)⼿法 ①ジャパンサーチの活⽤＞②キュレーション授業＞③協働キュレーション機能の活⽤

J.S.の協働キュレーション機能;
「ワークスペース」の活⽤



この機能では、ワンクリックでメタデータ
ごと⼀次資料をキュレーションできるだけ
でなく、「問い」や「学び」と資料を⾃由
な設計で【接続・構造化】することが可能

協働キュレーション学習
を実現する

「ワークスペース機能」
の特徴①



「協働キュレーション学習」を実現する
「ワークスペース機能」の特徴

協働キュレーションはタイムラグなしに
複数⼈が同時にギャラリーを構築可能。

協働キュレーションを⾏うスペースである
「ギャラリー」は複数制作でき、
各ギャラリーには任意の「タグ」を設定可能。

キュレーション学習の蓄積・管理が
⾏いやすくなり、過去の学習を横断的に検索可能。

デフォルトタグ

任意タグ

この空間⾃体が、新たな集合知、
アーカイブとして未来に継承できる



「協働キュレーション学習」を実現する
「ワークスペース機能」の特徴③

キュレーションした資料の画像データは、
サムネイルや構造化したギャラリーの任意
の場所で⾃由にトリミングして表⽰可能。

（左上）
書籍や絵画資料などは任意のページを指定
して表⽰することもできる。

（右下）
資料へのアノテーションもできるため、
詳細で創発的な資料分析が可能。



「協働キュレーション学習」を実現する
「ワークスペース機能」の特徴④

歴史的思考と地理的思考をつなぐ
資料のマッピング機能

（左上）
位置情報を持つ資料をワンクリックで
地図上にマッピングすることが可能。

（右下）
マッピングした資料にも、出典や解説など
のメタデータを表⽰することができる。
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「協働キュレーション学習」を実現する「ワークスペース機能」の特徴⑤
年表機能では、資料と紐づけることや複数作成して並べることや
期間を表⽰することや年表の中に年表を⼊れ込むことも可能。



「キュレーション学習」の特徴⑥

（左上）
初期の機能での発表の様⼦。
パワーポイントを併⽤しており、
キュレーション機能が発表ツール
としては⼗分ではなかった。

（右下）
正式版で実装された新機能での発表の様⼦。

協働キュレーション機能「ワークスペース」が
発表ツールとしてもそのまま活⽤可能
であることが確認された。

また、この⽣徒のように、デジタルアーカイブ
の原典資料の内容を読み込み、
教科書だけでは実現不可能な深い学びを
⾏う児童⽣徒が多数認められた。



「キュレーション学習」の特徴⑦

①通常の講義授業→ ②教科書をもとに→
③⾃由に「問い」を⽴て→ ④「問い」を構造化→

⑤キュレーション→ ⑥議論→

⑦発表
というサイクルを通年カリキュラムに則して実施。

④,⑤

⑤,⑥



本研究における単元ごとの授業フロー（中学校）

従来の授業スタイルも活かしつつ、
通年カリキュラムに則してデジタルアーカイブ
の⽇常的な活⽤による深い学びが可能



それぞれの興味関⼼に基づいた「問い」と⼀次資料を紐づけ、学習を深めている

具体的な学習事例①

Q:
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具体的な学習事例②

抽出⽣徒Aのキュレーション作品
（右上）「どのような思いだったのか」と
いう観点で問いを⽴て、⽂献資料を読み込み
学びを深めた。
（下）「美⼈とは何か」という問いを⽴て、
古今東⻄の絵画資料を分析し、年表機能を
独⾃の⼿法で活⽤して視覚化した。また、
結論として昨今のSNSの誹謗中傷問題への
批判的主張に学びを発展させた。

ColBase.⾒返り美⼈図
https://colbase.nich.go.jp/
collection_items/tnm/A-60?
locale=ja

Q

Q:



具体的な学習事例②

⽣徒はeuropeana(https://www.europeana.eu/en)からもキュレーションし、
海外資料との⽐較・考察を⾏なっている。[*but,サムネイルが反映されていない。]
今後はこうした海外アーカイブとの連携を推進することも重要な課題である。

https://www.europeana.eu/en


具体的な学習事例③

抽出⽣徒Bのキュレーション作品
「江⼾時代の教育はどのような内容だったのか？」
という問いを⽴て、⽂献を読み込んだ。その中で、
『和俗童⼦訓』の中に潜在的な男尊⼥卑が多数表象
されているとし、教科書の同書評価を批判した。

⾙原益軒.和俗童⼦訓.p.66.https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/758728

Q:江⼾時代に男⼥差別はあったのか︖



具体的な学習事例④

「出版社」への興味から
江⼾時代の教科書資料を
キュレーションした事例

「数学」という異なる
教科に注⽬して江⼾の和算
資料を収集した事例

Q:今の学校との共通点と相違点は何か︖



具体的な学習事例⑤

Q

Q

Q

Q



具体的な学習事例⑤

Q

Q

Q

Q

【POINT】

◯教科書の学習事項から⽴てた問いから、学習が多様な広がりをみせている

◯それぞれの問いに対する探究学習に、エビデンスとして資料が紐づいている

◯歴史だけでなく、地理や公⺠分野の授業、探究や総合の時間でも活⽤できる
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具体的な学習事例⑥

https://www.meiji.ac.jp/museum/
guidance/shinsei/shourui.html

明治⼤学博物館 ⽣類憐み令

⽣徒はキュレーションした資料（左）を読解する
ために、⼈⽂学オープンデータ共同利⽤センター
のくずし字データデットを活⽤した。（右）

Q:

Q:



県をあげて資料のデジタル
アーカイブ化を積極的に
⾏なっている三重県の資料は、
東京の児童⽣徒にも探究学習
の中で積極的に活⽤された。

積極的にデジタルアーカイブ化を⾏なっている地⽅公共団体や
MLAの資料は、遠く離れた地域の児童⽣徒の学びにも活⽤される
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5. 今後の展望 DA時代の教員リテラシーの再考＞教育メタデータを付与したオンライン教材活⽤プラットホーム構築

このような学習を⽀援するためには、
MLA関係者の⽅のソフト／ハード両⾯でのサポートが必要

・⾃館の資料を活⽤した「導⼊教材」の制作

・⾃館の資料とそこから接続したそのほかの資料を
キュレーションした「ギャラリー教材」の制作

・ワークショップや探究学習におけるキュレーション学習の提案・企画

・キュレーション学習におけるコンサルタント的なアドバイザーとしての⽀援
⇩

皆様のスキルを
ぜひ教育現場にも還元してください☆



5. 今後の展望 本研究の今後の展望＞MLA関係者の皆様にお願いしたいこと

・サムネイル画像の提供（⾼精細かつアノテーション可能に）

・画像資料の国際規格での提供
︔IIIFによるデジタル化資料を相互運⽤かつアクセス可能性の向上
https://iiif.io/（International Image Interoperability Framework公式ページ. 閲覧2021-2-11.）

・テキスト資料の全⽂デジタル化（表紙だけでなく内容を閲覧可能に）

・教育活⽤を促進するメタデータの付与
（優先度①上記「画像」、優先度②「時代」、優先度③「解説」、優先度④位置情報）

・ジャパンサーチとの連携（横断検索でメタデータにアクセス可能に）

・教育利活⽤に対する制限なしでの許可（「許諾を要する」を要しない）

教育現場の⽬線からMLA関係者の皆様にお願いしたいこと
ー使われるアーカイブになるためにー

https://iiif.io/


５. 今後の展望

＊資料のダウンロー
ドができないと、
教材やテストなど
で活⽤すること
ができない

＊多忙極める教員の
業務の中で、
⼀点につき数週間
以上かかる許諾申
請⼿続きは難しい

but,

but,

今後⽇本全体で改善が必要なデジタル
資料の⼆次利⽤条件をめぐる課題



https://www.aichi-edu.ac.jp/center/hato/mt_files/p4_teacher_image_2_160512.pdf

HATOプロジェクト,愛知教育⼤学,特別プロジェクト,教員の魅⼒プロジェクト. 
「教員の仕事と意識に関する調査」. 
発 ⾏：愛知教育⼤学,ベネッセ教育総合研究所. 2016, p.6-7,13.

https://www.aichi-edu.ac.jp/center/hato/mt_files/p4_teacher_image_2_160512.pdf


アーカイブ側の努⼒によって改善された
Point①【教育利⽤の漸進的な許可】
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アーカイブ側の努⼒
によって改善された

Point②
【サムネイルなど
画像の充実】



ご清聴いただき誠にありがとうございました。
後ほどぜひ、ご意⾒・ご質疑いただけますと幸いです。
後半のワークもよろしくお願いいたします。

oi-masao519@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

mailto:oi-masao519@g.ecc.u-tokyo.ac.jp


本⽇の講座構成

5. 今後の展望 本研究の今後の展望＞MLA関係者の皆様にお願いしたいこと

２. 社会的な課題 背景＞何が課題なのか

３.解決(提案)⼿法 ①ジャパンサーチの活⽤＞②キュレーション授業＞
③協働キュレーション機能

１. はじめに 本⽇の発表構成＞略歴

４. 学校での実践 ⼩学校・中学校でのハイブリッド型キュレーション授業＞
ワークスペース機能のデザインと特徴＞⼤⼈向けワークショップデザイン

6. ワークショップ ジャパンサーチのワークスペースの使い⽅＞議論



ジャパンサーチのワークスペースの活⽤場⾯

・個⼈の研究や趣味に（マイノート機能）
・共同研究に（以下ワークスペース機能）
・⼩中⾼の授業での協働的な探究学習に
・⼤学での授業に
・図書館、博物館、美術館でのワークショップに
・WEB展⽰のギャラリー作品に

などなど、可能性は無限⼤︕



ジャパンサーチのワークスペースを触ってみる☆

ツール：協働的に資料をキュレーションし、ギャラリーを
制作できるジャパンサーチの「ワークスペース」

目的： W.S.や教育などにおけるデジタル資料の利活用を
想定しつつ、どのような機能があるのか知る！

本日の目標：「1人1つは資料を収集」

【本日のwork♪】



ここからは、実際の画面を見ながら説明していきます☆

何をキュレーションして、どうやってまとめよっかなー

と想像しながらお聞きいただけますと嬉しいです♪
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ここにログインできている
⼈の名前が表⽰されます。
（WSの時などに便利☆）

・既に作成されているギャラリーを閲覧
する場合は、サムネイルなど任意の場所
をクリック

・編集する場合は、右下のえんぴつマーク
をクリック

・新たにギャラリーを作成する場合
は、「追加」ボタンをクリック♪

・今回のWSでは、何個作っていただいて
も⼤丈夫です。

・各ギャラリーの削除権限は、
今回は管理者のみに付与しています。
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・任意のギャラリー名を⾃由に記⼊
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・今回は最初にこちらから
おススメコースで制作します☆
（特に順番はありません）

・「パーツを追加」ボタンをクリック
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①まずは「セクション」をクリック︕︕

無事追加されると、こうなる。
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②先ほど作ったセクションの中にある、
「パーツを追加」ボタンをクリック︕

③「リスト」ボタンをクリック︕
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④先ほど作ったリストの中にある、
「＋」ボタンをクリック︕

⑤「メタデータ」ボタンをクリック︕
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⑥検索したいキーワードを⼊⼒︕

⑦気になる資料をクリックすると、

⑧簡単にキュレーションできます☆
⑨「確定」ボタンをクリック︕︕

詳細も確認できます→
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⑩⾒事キュレーション完了☆

ここで⾒せ⽅・並べ⽅を変えることや

ここで順番や構造を
⼊れ替えることもできます︕今回はここまでできれば⼤成功です☆
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もし余裕があれば・・・ セクションを追加してキュレーション資料をテーマごとに「構造化」したり、
そのほかの機能にもチャレンジしてみてください☆☆☆



1人1つは、
資料をキュレーションする！

本日の目標



・「タグ」を設定してみましょう！（デフォルトタグと任意タグがあります）

・「テキスト」を記入してみましょう！

・「外部サイトのリンク」を追加してみましょう！

・ 作ったギャラリーをエクポートして、端末にインポートしてみましょう！

↓ （少し難しいので、詳細を次に追記します）

＋α☆余裕のある方向け







通常のジャパンサーチへ
https://jpsearch.go.jp/ ここの「マイノート」

をクリック☆

任意の名前を設定

https://jpsearch.go.jp/


作成した「マイノート」
をクリック☆





既に作成途中の
ギャラリーにインポート
する場合は「全体の最後に
追加」or「選んだセクション
の最後に追加」



エクスポート→インポート完成︕

＊マイノートはキャッシュ管理ですので
他の端末から閲覧・編集することができ
ず、キャッシュが消えるとデータも消失
してしまうので要注意です。



⼤⼈（あるいは全世代向け）
ワークショップデザイン

４. 実践 ⼩学校・中学校でのハイブリッド型キュレーション授業＞ワークスペース機能のデザインと特徴＞⼤⼈向けワークショップデザイン

【ジャパンサーチのワークスペース機能を活⽤】
メリット

・協働キュレーションがタイムラグなしでできる
・アーカイブ作品としてその後の保存・利活⽤ができる
・対⾯でもオンラインでもワークショップを運営しやすい

https://lab.ndl.go.jp/event/digicafe2019/

https://2020.libraryfair.jp/forum/2020/f193
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ご清聴いただき誠に
ありがとうございました。
ご意⾒・ご質疑のほどよろしくお願いいたします。

oi-masao519@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

mailto:oi-masao519@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

